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1.   緒  言

 近年,衣料に対する消費ニーズは総じて低迷する一方,生活様式の変化に伴い,消費生活も多様化,

個性化と進展するなかで, ライフスタイルの価値観,意識観は本物志向と変り,繊維も天然志向へと

変化し,絹の持つ良さが認識され,精神的に満足しうる高度な商品に対する需要は根強いものがある。

そこで衣服の製造にも, さまざまな配慮が必要で,高品質化を狙う衣服では風合いが特に重要視され

るようになってきた。布の風合いは衣料の雰囲気を決定する大切な要素の一つであり,従来は布に触

れたときの感性から布を評価する際に用いられてきた。 しかし知識集約化を推進するためには,風

合い評価を経験的な感性に頼る方法から,数値化する方法に改め, デ―タの蓄積により再現性のある

優れた製品づくりを行うことが求められている。本研究では管内紬織物産地の特色を生かしたつむ

ぎ素材を使(禦品の品質機能と謡十条件との関係を究明し,紬の服地化を進めるための基礎技術を確

立し,品質改良の手掛りを得ることと服地化技術に関するデータの蓄積を目的としたものである。
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2.   実験方法

2.1   試  料

 試料は,婦人和装用に用いられる結城紬と市販絹服地および当所で試作した紬服地である。結城紬

は特定の平面構成で,着装によって衣服形態を形成する。この紬着尺と多種多様の衣服形態の形成が

要請される婦人洋服地の力学的性質を比較する。市販の絹服地についても同様の形成が要請される

ことから収集に際しては,できるだけ広範囲の品質を含むよう配慮した o 紬服地は,収集した結城紬

と市販絹服地の力学的性質の結果をもとに,紬産地の特色を生かした素材使いによる製品を試織し,

試料とした。織機は津田駒K型織機(4枚綜統,ドビー開口方式,筏巾125cm 4×4)を用い,回転数130rpm

にて製織した。

2.2   力学的性質の計測

 力学的性質の計測は KES-FBシステムにより,引張り・曲げ・せん断・圧縮の基本力学特性および表

面・厚さ重量の形態特性の 6つの特性項目について計 16の特性値を計測した。計測の試料の寸法は

20×20cm で,標準状態の温湿度条件下で測定を行った。計測項目と特性値を表 3に示す。

 平面状の布で衣服を構成する場合,一般的には布のたて糸方向にそって丈方向を, よこ糸方向にそ

って体のまわり方向をつつむが,布が受ける変形は, その布の方向によって異なる。そこで異方性の

考えられる引張り・曲げ・せん断・表面特性試験は,たて糸方向(添字―1),よこ糸方向(添字一 2)別

に計測を行い,両方向の性質を扱う。また, これらの力学量の分布形状が小さい値の側に集中する項
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目については, それらの特性値の対数変換した値を用いる。表 3 に対数変換する項目には*を付し,

文中では特性値を記号で示す。
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3.   実験結果

3.1   厚さ・重さ

  布の性質に直接かかわる厚さ T,重さ Wについて,  それぞれの特徴をとらえる。図 1に Tと Wの関

係を示す。図中に婦人用の主としてブラウスやワンピースに用いられた外衣用薄手布(N120)の平均

値 LDYL (mean)を実線で示す o結城紬△・市販絹服地▲・紬服地○とも薄手布より重く厚い側に分布

し,市販絹服地の分布状態は比較的広い範囲にわたっているが,結城紬・紬服地は狭い範囲に分布す

る傾向が認められる。また結城紬は真綿から糸をつむぎ, いざり機で製織するため厚い割に軽く,紬

服地は結城紬に比べるとやや重いが市販絹服地より軽いことが図 1からもわかる。

3.2   引張り特性

  布を最大荷重 500gf/cm まで伸長した時のたて糸方向の伸びひずみ(EMT-1)とよこ糸方向の伸びひ

ずみ(EMT-2)の関係を図 2に示す。

  撚りのないつむぎ糸で製織される結城紬は,全般的にたて・よこ方向とも伸びにくく,  2～3%程度

の伸びひずみを示している。紬服地は 4～5%・市販服地は 6～7%程度の伸びひずみが認められた。紳

士スーツ地の500gf/cmの引張り加重時における伸びひずみを比較のため示すと,秋冬用スーツ地214

種の平均値は EMT-1=5.71, EMT-2=7.10,夏用スーツ地 156 種の平均値は EMT-1=4.86,  EMT-2=5.02 で

ある。

  スーツ地の伸びひずみは平均値でみると 5～7%で,衣服構成のために,  さらに着心地のよい衣服

のための必要とされる伸びひずみの範囲がほぼ定っている。伸びやすさと回復性の目安として LTと

RT の関係を図 3に示す。  LT と RT が小さいと,着用時の型くずれにつながる可能性があるが,市販絹

服地 1・2種の試料以外は婦人薄手布の平均値より大きな傾向を示した。

3.3   曲げ変形特性

  曲げ変形特性は,せん断変形特性とともに,身体に添いなじみやすい布の性質である。図 4 に B と

2HB の関係を示す。結城紬は B,  2HB 共に大きな数値を示し,  曲げがかたく「はり」があり,  布は

身体を離れて箱型のシルエットを形成する。紬服地は B,2HB 共に結城紬より小さな数値を示す試料

もあり,素材・撚加工・組織・密度の選定によって曲げかたさを制御できることが判った。

3.4   せん断変形

  せん断変形は,身体曲面へのなじみやすさ,動作時の身体変形への追随性や,袖のたれ下り形態に

関連する性質である。

  図 5に G と 2HG の関係を示す。結城紬は G,2HG 共に大きい傾向を示し,紬には「はり」のあること

がせん断変形特性値からも明らかとなった。紬服地については婦人用薄手布の平均値に比較的近い

範囲内にあり,身体の曲線が強調される婦人服地として,そのシルエットを形成する特性をもたせる

ことが出来た。
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3.5   圧縮特性

 結城紬・市販絹服地・紬服地の庄縮特性値は婦人洋装用薄手布の±0.5σの範囲にある。しかし,結

城紬は特有のつむぎ糸のためか,また市販絹服地は,絹と他繊維との複合織物の影響のためか, WC が

大きく,庄縮しやすく, RC も大きい数値を示し,圧縮弾性に富む性質を持つことがわかった。

3.6   表面特牲

 表面特性は,カ学的性質に密接にかかわる物理的性質で,庄縮特性や他の基本的力学特性とともに

布の手触り感覚にも関連する。糸質・織組織等によってこれらの特性値は当然異なり,紬は糸の節が

影響して表面の凹凸の大きい傾向が認められた。紬服地については,つむぎ糸を合撚して素材の均ー

化を図ったが特性値に,変化は見受けられなかった。
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4.   考  察

4.1   婦人用薄手布との比較

 婦人用装用薄手布 120種の計測から得られた各特性項目の平均値と標準偏差をもとにして規格され

た軸をもつ布特性表示チャート上に,市販絹服地と試織した紬服地の力学特性値の平均をプロット

し,図 6に示す。また, “こし", “はり", “しゃり", “ふくらみ'',  “しなやかさ", “きしみ”,

で表現される薄手布の風合値を力学量一風合変換式(KN-201-LDYL)を用いて算出し,同図中に示して

いる。

 表 6は品種別の風合いの平均値である。これらより婦人用薄手布の力学特性値の平均より市販絹服

地や紬服地が, どの程度の隔たりを持つかが明らかにされる。また,伸びにくく,曲げ・せん断かた

い紬は,その風合値においても“こし",  “はり"が大きいことが特微づけられた。

4.2   婦人外衣用中厚地との比較

 婦人用中厚地を分類別に集めた試料(約 500種の市販品)は布の厚さより衣料形態により分類する方

が適切であるといわれ, コート類,男子用スーツに準じる構造のスーツ用(布地片をつぎ合わせて身

体に合わすスーツ)と定義しているようである。従って比較的きびしい特性基準,即ち男子用スーツ

地で取り上げられている。“こし”, “しゃり", “ふくらみ"の風合値に“そふとさ”を加え,婦人服

地に要請されるソフトな柔らかな感覚を加味してある。

  図 7 は婦人用外衣中厚地布 220 種の計測から得られた各特性項目の平均値と標準偏差をもとにし

て規格された軸をもつ布特性表示チャート上に,市販絹服地と試織した紬服地の力学特性の平均値

をプロットしたものである。市販絹服地は各風合値とも平均値附近にあるが試織服地は“ふくらみ"

以外は各風合値共,大きな隔たりがあった。しかし試織服地のうち,比較的良い特性値を示している

と思われる試料 I と市販絹服地について婦人用外衣中厚地の力学特性の平均値をプロットしてみる

と同特性共ほぼ一致する傾向がみられることが図 8からもわかる。
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5.   結  言

1) 多種多様のシルエットの形成を要請される洋服素材は,その力学的性質の範囲も広いが特定の使

用目的に利用されてきた紬織物は力学的性質の範囲が狭い。しかし, その範囲の中で紬織物は伸び

にくく,曲げ剛性,せん断剛性およびそれらのヒステリシスもやや大きく,表面形状が粗いなどの特

徴を持つことが明らかとなった。

2) 紬織物は「はり」があり,  ともすると,身体に添いなじみにくく,身体の曲面が強調されるシル

エットを形成するのに必要な面に欠けるところがあり,布は身体にまとわりっかず, ボリュームのあ

る箱型シルエットを形成することがこれらの力学的性質からもとらえられた。

3) 紬織物は婦人外衣用薄手布に比べ, 曲げ剛性は 4～10 倍程度大きい。 しかしよこ方向の曲げ剛

性は共通した範囲をとり, さらに紳士服地や婦人スーツ地の同特性ともほぼ一致する傾向がみられ

た。

4) 試織した紬服地のうちの数種と市販絹服地について婦人用外衣中厚地の計測から得られた各特性

項目の平均値と標準偏差をもとにして規格された軸をもつ布特性表示チャート上に,カ学特性をプ

ロットしてみると同特性共ほぼ一致し,加工技術と素材の吟味により, ある程度力学特性を制御でき

ることが判った。
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